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Ａ．研究目的             
本研究は、乳幼児の発達支援者向け

に開発する研修プログラムテキストの
中の「感覚器に障害をもつ子どもの情
報アクセシビリティ」の節を開発する
ことを目的とした。 

 
Ｂ．研究方法 

医療、福祉、教育・心理の各領域の
研究者、支援現場の有識者からの意見
聴取と討論、及び当事者から聴取され
た意見の文字資料、関連領域の文献、
経験的知見等の収集・分析。 

                   
Ｃ．結果             

医療、福祉、教育・心理の各領域の
研究者、支援現場の有識者からの意見
聴取と討論、当事者から聴取された意
見の文字資料の分析・検討から、児童
発達支援初任者の具体的な支援実践に
役立つよう開発するテキストの全体構
成が立案された。 
立案された全体構成のうち、「聴覚

障害・視覚障害の補装具と環境調整、
情報アクセシビリティ」の中の「感覚
器に障害をもつ子どもの情報アクセシ

ビリティ」の節の開発を担当すること
となった。 

担当節の項目・内容について、研究
者、有識者、当事者からの意見を踏ま
えつつ、関連領域の文献、経験的知見
等を収集・分析して検討した。 

その結果、まず「聴覚に障害をもつ
子どもの情報アクセシビリティと支援
の実際」「視覚に障害をもつ子どもの
情報アクセシビリティと支援の実際」
と、障害種別の情報アクセス支援につ
いて解説をしたうえで、感覚器の障害
に関連する「共用品・共用サービス
（アクセシブルデザイン）」の解説を
する３項目構成となった。 

このうち、「聴覚に障害をもつ子ど
もの情報アクセシビリティと支援の実
際」は、「補聴システム」「信号・警
報システム」「字幕」「音声認識技術
による音声文字変換」の解説で構成さ
れた。 

また、「視覚に障害をもつ子どもの
情報アクセシビリティと支援の実際」
は、「環境の認知」「点字つきさわる
絵本、さわる絵本」「DAISY絵本（マ
ルティメディアDAISY図書）」「音声

研究要旨 

乳幼児の発達支援者向けに開発する研修プログラムテキストの中の「感覚器に障害

をもつ子どもの情報アクセシビリティ」の節を開発した。節の項目・内容について、

研究者、有識者、当事者からの意見を踏まえつつ、関連領域における文献、経験的知

見等を収集・分析して検討した結果、アクセシブルデザインを志向する内容、聴覚障

害や視覚障害をもつ乳幼児とそれらの障害をもたない乳幼児がともに遊び生活する

場面における情報アクセス支援について解説する構成となった。 



7 
 

ガイド、解説放送（副音声）」「文字
（テキスト）読み上げ」の解説で構成
された。 
さらに、「共用品・共用サービス

（アクセシブルデザイン）」は、アク
セシブルデザインの解説とその具体例
「音の出るボール」「点字つきのトラ
ンプ」「触知しやすいオセロ」「色名
の書いてあるクレヨン」の解説で構成
された。 
なお、ここでの「情報アクセシビリ

ティ」とは、一般に、情報にアクセス
でき、利用できる程度・度合いのこ
と、具体的には、対面コミュニケーシ
ョン、テレビ視聴、音声・ビデオ通
話、読書、情報機器・ソフトウェア等
の情報通信技術使用などの様々な場面
で、利用する情報を入手でき、操作・
発信できる程度・度合いのことであ
る。また、「アクセシブルデザイン」
とは、身体的な特性や障害にかかわり
なく、より多くの人々が共に利用しや
すい製品・施設・サービスのこと、聴
覚や視覚に障害をもつ子どもももたな
い子どもも一緒に使える製品・サービ
スのことである。 
 
Ｄ．考察 

上記構成で開発されたテキストの節
は、まず、乳幼児の発達支援現場に関
連する内容である点、また、「補聴シ
ステム等の解説が欲しい」「文字（テ
キスト）読み上げについての記述も欲
しい」といった研究者・有識者の意見
等を踏まえている点、さらに、聴覚障
害や視覚障害をもつ乳幼児とそれらの
障害をもたない乳幼児がともに遊び、
生活する場面における情報アクセス支
援を想定し、アクセシブルデザインを
志向する内容となっている点から妥当
と考えられた。 

 
Ｅ．結論               
乳幼児の発達支援者向けに開発する研修

プログラムテキストの中の「感覚器に
障害をもつ子どもの情報アクセシビリ

ティ」の節は、聴覚障害や視覚障害を
もつ乳幼児とそれらの障害をもたない
乳幼児がともに生活し、ともに遊ぶ場
面における情報アクセス支援に資す
る、「聴覚に障害をもつ子どもの情報
アクセシビリティと支援の実際」「視
覚に障害をもつ子どもの情報アクセシ
ビリティと支援の実際」と、障害種別
の解説をしたうえで、感覚器の障害に
関連する「共用品・共用サービス（ア
クセシブルデザイン）」を解説する構
成とされた。 

 
Ｆ．研究発表               
1．著  書： 

熊井正之（2020 予定）：「第５章 感覚

器に障害をもつ子どもの情報アクセシビ

リティ」所収 黒田生子ほか編著・監修

『聴覚障がい児・盲ろう児の発達支援テ

キスト（DVD 付き）基礎編』 エスコア

ール 

2.  論文発表 

なし 
 3.  学会発表 

〇黒田生子・森尚彫・野原信・森つくり
・熊井正之・原田勇彦「聴覚障がい児・
視覚聴覚二重障がい児の早期発達支援
～児童発達支援初任者用研修プログラ
ムの開発について」第 63 回日本聴覚医
学会総会・学術講演会 神戸 
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（予定を含む。）  
なし 

  
 


